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                            ２ ６ ０１ １ ― １４ ９ ６  

                            令 和 ７年 １ ０ 月２ ８ 日  

 

 各 関 係 機関 の 長  

 各 病 害 虫防 除 員   殿  

 

                   宮 崎県 病 害 虫防 除 ・肥 料 検査 セ ン ター 所 長  

 

       令和 ７ 年度 病 害 虫発 生 予報 第 ７号 に つ いて  

 令 和 ７ 年度 病 害虫 発 生予 報 第 ７号 を 発表 し たの で 送 付し ま す。  

 

令和７年度病害虫発生予報第７号  

 向 こ う １か 月 間に お ける 農 作 物の 主 な病 害 虫の 発 生 動向 は 、次の よう に 予 想さ れ ます 。 

○  発生予報の概要  

  作  物  名  病  害  虫  名  発生 量 の  

平年 比  

本文 で の  

記載 ペ ー ジ  

施設 野 菜 全般  

 

1 アブ ラ ムシ 類             

2 ハス モ ンヨ ト ウ  

並  

並  

２  

２  

冬春 き ゅ うり  

 

 

 

 

 

1 べと 病  

2 うど ん こ病  

3 褐斑 病  

4 黄化 え そ病 （ MYSV）    

5 ミナ ミ キイ ロ アザ ミ ウマ  

6 タバ コ コナ ジ ラミ  

並  

並  

並  

並  

並  

やや 多  

３  

３  

３  

４  

４  

４  

冬春 ピ ー マン  

 

 

 

 

 

1 斑点 病  

2 うど ん こ病                 

3 黒枯 病  

4 ミナ ミ キイ ロ アザ ミ ウマ     

5 ヒラ ズ ハナ ア ザミ ウ マ   

6 タバ コ コナ ジ ラミ   

並  

並  

並  

並  

やや 少  

並  

４  

５  

５  

５  

５  

６  

冬春 ト マ ト  

 

 

 

1 葉か び 病  

2 すす か び病  

3 トマ ト 黄化 葉 巻病 （ TYLCV）  

4 タバ コ コナ ジ ラミ         

並  

やや 多  

並  

やや 多  

６  

６  

６  

６  

冬春 い ち ご  

 

 

 

1 うど ん こ病                 

2 炭疽 病                     

3 ハダ ニ 類     

4 アブ ラ ムシ 類  

並  

並  

やや 少  

並  

７  

７  

７  

８  

果樹 全 般  1 果樹 カ メム シ 類   ―  ８  

かん き つ 類  

(露地 栽 培）  

1 ミカ ン ハダ ニ  

 

並  

 

９  

 

茶  1 カン ザ ワハ ダ ニ  少  ９  

 

 

○  作物の生育状況 （ 10 月中旬 ）  

  冬 春 きゅ う り、 冬 春ピ ー マ ン、 冬 春ト マ ト、 冬 春 いち ご は定 植 ～生 育 初 期、 う んし

ゅう み か んは 収 穫期 、 中晩 柑 (日向 夏 ） は果 実肥 大 期 、茶 は 秋芽 生 育期 で し た。  
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○ 向こう 1か月の気象予報                                                      

             向こう １ か 月の 気 温 、降 水 量、 日 照時 間 の 各階 級 の確 率 (％ )      

要  素 低い (少 ない ) 平年 並  高い (多 い ) 

気  温 １０  ３０  ６０  

降 水 量 ３０  ３０  ４０  

日照 時 間  ４０  ４０  ２０  

                     (１か 月 予 報  鹿児 島 地 方気 象 台 10 月 16 日 発表 ) 

  

○  発生予報の根拠および防除対策  

施設 野 菜 全般  

１  アブ ラムシ類  （ 並 ）  

 ［ 予 報 の根 拠 ］  

（１ ） 黄 色水 盤 での 誘 殺数 （ 宮 崎市 佐 土原 町 ）は 、 平 年よ り やや 多 で推 移 し てい る 。  

（２ ） 10 月中 旬 の巡 回 調査 に お ける 冬 春い ち ごで の 発 生面 積 率は 25.0％ (平 年 26.3％ ）

で平 年 並 であ る 。  

（３ ） 秋 冬ダ イ コン で は発 生 未 確認 で 、平 年 より や や 少の 発 生で あ る。 冬 春 ピー マ ン、

冬春 き ゅ うり 及 び 冬 春 トマ ト で は発 生 未確 認 であ り 、 平年 並 の発 生 であ る 。  

 ［ 防 除 上の 注 意］  

（１ ） き ゅう り やピ ー マン 等 多 くの 作 物で ウ イル ス 病 を媒 介 する の で、 有 翅 虫の 飛 来防

止に 努 め ると と もに 、 作用 性 の 異な る 薬剤 の ロー テ ー ショ ン 散布 を 定期 的 に 行う 。  

（２ ） ワ タア ブ ラム シ のネ オ ニ コチ ノ イド 系 薬剤 等 に 対す る 感受 性 低下 が 一 部の 地 域で

確認 さ れ てい る ので 、使用 薬 剤 につ い ては 地 域の 普 及 指導 員 や技 術 員の 情 報 を参 考

にす る 。  

２  ハスモン ヨ ト ウ  （ 並 ）  

 ［ 予 報 の根 拠 ］  

（１ ）10 月 中 旬 の巡 回 調査 に お ける 秋 冬ダ イ コン で の 発生 面 積率 は 10.0％ (平年 22.0％ ）

で平 年 並 、 冬 春 ピー マ ンで の 発 生面 積 率 は 0％（ 平 年 16.5%） で平 年 よ り や や少 、

冬春 ト マ トで の 発生 面 積率 は 14.3％ （ 平 年 14.6％） で平 年 並 、 冬 春い ち ご での 発

生面 積 率 は 41.7％ (平 年 18.3％ ）で 平 年 よ り 多で あ る 。  

（２ ） 冬 春き ゅ うり で は発 生 未 確認 で あり 、 平年 並 の 発生 で ある 。  

（３ ） フ ェロ モ ント ラ ップ で の 直近 １ か月 の 誘殺 数 は 、西 都 市で 平 年 並 、 国 富町 と 都城

市で 平 年 より や や少 、 宮崎 市 で 平年 よ り 少 と なっ て い る。  

［防 除 上 の注 意 ］  

（１ ） 発 生量 は ほ場 ご とに 大 き く異 な るた め 、必 ず 各 ほ場 で の発 生 状況 を 確 認す る 。  

（２ ） 若 齢幼 虫 によ る 被害 葉 は 表皮 だ けを 残 して 白 色 にな っ てい る ので 、 初 期の 食 害発  

  生 に 注意 し て ､卵 塊や 幼 虫 集団 を 見つ け しだ い 捕 殺す る 。  

（３ ） 幼 虫が 大 きく な ると 薬 剤 が効 き にく く なる の で 、早 期 発見 に 努め 若 令 幼虫 期 に防

除す る 。  

（４ ） ほ 場内 及 びほ 場 周辺 の 雑 草は 増 殖源 に なる の で ､除 草 に 努め る。  
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ハス モ ン ヨト ウ のフ ェ ロモ ン ト ラッ プ 誘殺 状 況  

 

冬春 き ゅ うり  

１  べと病  （ 並 ）  

 ［ 予 報 の根 拠 ］  

（１ ） 10 月中 旬 の巡 回 調査 結 果                                           

     発 生 面積 率 ：  0％ （ 平年  2.3％ 、 前年  0％ ）平 年 並   

     発 病 葉率  ：  0％ （ 平年  0.1％ 、 前年  0％ ）平 年 並  

 ［ 防 除 上の 注 意］  

（１ ） 湿 度が 高 いと き に発 生 し やす く 、激 発 する と 防 除が 困 難と な るの で 、 予防 散 布に

重点 を お き発 生 が見 ら れた ら 初 期防 除 を徹 底 する 。  

（２ ） 窒 素切 れ や草 勢 の衰 え は 、発 生 を助 長 する の で 適正 な 肥培 管 理に 努 め る。  

２  う どん こ病  （ 並 ）  

 ［ 予 報 の根 拠 ］  

（１ ） 10 月中 旬 の巡 回 調査 結 果                                           

     発 生 面積 率 ：  0％ （ 平年  9.2％ 、 前年  0％ ）平 年 並   

     発 病 葉率  ：  0％ （ 平年  0.4％ 、 前年  0％ ）平 年 並  

 ［ 防 除 上の 注 意］  

（１ ） 病 勢が 進 展し て から で は 防除 効 果が 低 くな る の で、 発 病を 確 認し た ら 早め に 防除  

    する 。  

（２ ） 耐 性菌 を 生じ や すい の で 、同 一 系統 薬 剤の 連 続 散布 を 避け る 。  

（３ ） 乾 燥時 に 多発 す るの で 、 ほ場 が 過乾 燥 にな ら な いよ う に管 理 に注 意 す る。  

３  褐斑病  （ 並 ）  

 ［ 予 報 の根 拠 ］  

（１ ） 10 月中 旬 の巡 回 調査 結 果                                           

     発 生 面積 率 ：  0％ （ 平年  0％、   前年  0％ ）平 年 並   

     発 病 葉率  ：  0％ （ 平年  0.0％ 、 前年  0％ ）平 年 並  

 ［ 防 除 上の 注 意］  

（１ ） 多 発し て から の 防除 は 困 難な の で、 初 期防 除 を 徹底 す る。  

（２ ） 窒 素質 肥 料の 多 用は 発 病 を助 長 する が 、逆 に 少 ない と 草勢 の 低下 を 招 くの で 、適

正な 肥 培 管理 に 努め る 。  
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（３ ） 摘 除し た 罹病 葉 は、 ほ 場 外に 持 ち出 し 処分 す る 。  

（４ ） べ と病 や うど ん こ病 の 発 生後 に 激発 す るこ と が ある の で、 本 病以 外 の 病害 の 発生

に注 意 す る。  

４  黄化えそ病 （ Ｍ Ｙ Ｓ Ｖ ） （ 並 ）  

［予 報 の 根拠 ］  

（１ ） 10 月中 旬 の巡 回 調査 結 果                                           

     発 生 面積 率 ：  0％ （ 平年  4.5％ 、 前年  0％ ）平 年 並   

     発 病 株率  ：  0％ （ 平年  0.0％ 、 前年  0％ ）平 年 並  

 ［ 防 除 上の 注 意］  

（１ ） 本 病原 ウ イル ス を媒 介 す る難 防 除害 虫 であ る ミ ナミ キ イロ ア ザミ ウ マ は、 本 ウイ

ルス を 永 続的 に 伝搬 す るた め 、 発病 後 は急 激 にほ 場 内 外に 蔓 延す る おそ れ が ある 。

ミナ ミ キ イロ ア ザミ ウ マの 防 除 対策 に つい て は、 次 項 を参 照 のこ と 。  

（２ ） 感 染株 を 確認 し た場 合 は 、速 や かに 抜 き取 り 、 ほ場 外 に持 ち 出し ビ ニ ール 袋 等に

入れ て 完 全に 枯 れる ま で密 封 処 理す る など 適 切に 処 分 する 。  

５  ミ ナ ミ キ イ ロ アザ ミ ウマ  （ 並 ）  

 ［ 予 報 の根 拠 ］  

（１ ） 10 月中 旬 の巡 回 調査 結 果  

発生 面 積 率      ：  0％（ 平 年  2.7％ 、前 年  0％） 平 年並   

     100葉 当た り虫 数 ：  0頭 （ 平年  0.0頭、 前 年  0頭 ）平 年 並  

 ［ 防 除 上の 注 意］  

（１ ） 近 年、 本 虫の 各 種薬 剤 に 対す る 感受 性 低下 が 顕 著と な って お り、 多 発 して か らで

は防 除 が 難し く なる の で、 低 密 度の う ちに 防 除す る 。  

（２ ） 本 虫の 施 設へ の 侵入 を 防 ぐた め 、開 口 部に 目 合 い 0.4mm 以下 の防 虫 ネ ット を 必ず

設置 す る とと も に、 近 紫外 線 カ ット フ ィル ム 等の 物 理 的防 除 手段 を 利用 す る 。  

（３ ） 本 虫の 土 中や 地 表面 で の 蛹化 を 防止 す るた め の マル チ 被覆 や 誘殺 の た めの 有 色粘

着板 の 設 置等 、 総合 的 な防 除 対 策を 講 じる 。  

６  タ バコ コ ナジラ ミ  （ や や多 ）  

 ［ 予 報 の根 拠 ］  

（１ ） 10 月中 旬 の巡 回 調査 結 果                                           

     発 生 面積 率      ： 100％   （平 年  57.0％、前 年  100％ ）   平年 よ り多  

     100葉 当た り虫 数 ：   7.2頭 （平 年   4.8頭、 前 年   20.8頭 ） 平 年 より や や多  

 ［ 防 除 上の 注 意］  

（１ ） 施 設開 口 部に は 必ず 防 虫 ネッ ト を設 置 して 、 施 設内 へ の侵 入 を防 止 す る。 設 置す

る防 虫 ネ ット は 、目 合 い 0.4mm 以下 の もの が 有効 で あ る。  

（２ ） 施 設内 に は黄 色 粘着 板 等 を設 置 し、 早 期発 見 に 努め る とと も に本 虫 の 密度 を 抑制

する 。  

（３ ） キ ュウ リ 退緑 黄 化ウ イ ル ス（ Ｃ ＣＹ Ｖ ）を 媒 介 し、 栽 培初 期 の感 染 で は収 量 の減

少に つ な がる の で、 施 設内 で 増 殖し な いよ う 防除 を 徹 底す る 。  

（４ ） 多 発し て から で は防 除 が 難し く なる の で、 発 生 を確 認 した ら 早め に 防 除す る 。な

お、 薬 剤 散布 後 は防 除 効果 に 注 意を 払 い、 必 要に 応 じ て適 宜 追加 防 除を 行 う 。  

（５ ） 施 設内 外 の雑 草 は、 タ バ ココ ナ ジラ ミ の増 殖 源 とな る ので 除 草を 徹 底 する 。 また

施設 内 で は栽 培 目的 以 外の 不 要 な作 物 や観 葉 植物 等 は 栽培 し ない 。  

 

冬春 ピ ー マン  

１  斑点病  （ 並 ）  

 ［ 予 報 の根 拠 ］  

（１ ） 10 月中 旬 の巡 回 調査 結 果  

     発 生 面積 率 ：  0％ （ 平年  0％、   前年  0％ ）平 年 並   
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     発 病 葉率  ：  0％ （ 平年  0.0％ 、 前年  0％ ）平 年 並  

 ［ 防 除 上の 注 意］  

（１ ） 多 湿条 件 で発 生 しや す い ので 、 除湿 に 努め る 。  

（２ ） 病 原菌 が 侵入 し た後 の 防 除効 果 は低 い ので 、 予 防散 布 を行 う 。  

２  う どん こ病  （ 並 ）  

 ［ 予 報 の根 拠 ］  

（１ ） 10 月中 旬 の巡 回 調査 結 果                                           

     発 生 面積 率 ：  0％ （ 平年  0.9％ 、 前年  0％ ）平 年 並   

     発 病 葉率  ：  0％ （ 平年  0.0％ 、 前年  0％ ）平 年 並  

 ［ 防 除 上の 注 意］  

（１ ） 乾 燥し た 条件 で 発生 し や すい の で、 乾 燥さ せ す ぎな い よう に する 。  

（２ ） 病 勢が 進 展し て から で は 防除 効 果が 低 いの で 、 早期 発 見に 努 め、 発 病 を確 認 した

ら早 め に 防除 す る。  

３  黒枯病  （ 並 ）  

 ［ 予 報 の根 拠 ］  

（１ ） 10 月中 旬 の巡 回 調査 結 果                                           

     発 生 面積 率 ：  0％ （ 平年  5.4％ 、  前年  0％） 平 年 並   

     発 病 葉率  ：  0％ （ 平年  0.3％ 、  前年  0％） 平 年 並  

 ［ 防 除 上の 注 意］  

（１ ） 多 湿条 件 で発 病 しや す い ので 排 水を 良 好に す る とと も に、 マ ルチ の 利 用、 日 中の  

  換 気 など に よっ て ハウ ス 内 の湿 度 を下 げ る。  

（２ ） 被 害茎 葉 ・果 実 は伝 染 源 とな る ので ､ほ場 外 に 持ち 出 し適 切 に 処 分 す る。  

４  ミ ナ ミ キ イ ロ アザ ミ ウマ  （ 並 ）  

 ［ 予 報 の根 拠 ］  

（１ ） 10 月中 旬 の巡 回 調査 結 果                                           

     発 生 面積 率         ：  0％（平 年  7.2％、 前年  10.0％ ） 平 年 並  

     10花 当た り 寄生 虫 数 ：  0頭 （平 年  0.1頭、 前年   0.3頭 ） 平 年 よ りや や 少  

 ［ 防 除 上の 注 意］  

（１ ）ミ ナミ キ イ ロア ザミ ウ マ の成 虫 が 10 花当 た り １頭 程 度寄 生 する と 、販売 等 級 格下

げと な る 果実 が ５％ 発 生す る の で、 発 見し た ら早 め に 防除 す る。  

（２ ） 開 口部 へ の防 虫 ネッ ト の 設置 や 、マ ル チ被 覆 、 誘殺 の ため の 有色 粘 着 板の 設 置に

より 、 生 息密 度 の抑 制 に努 め る 。  

（３ ） 近 年、 本 虫の 各 種薬 剤 に 対す る 感受 性 低下 が 顕 著と な って お り、 多 発 して か らで

は防 除 が 難し く なる の で、 低 密 度の う ちに 防 除す る 。  

５  ヒ ラ ズハナアザ ミ ウマ   （ や や少 ）  

（１ ） 10 月中 旬 の巡 回 調査 結 果                                           

     発 生 面積 率         ：  0％（平 年  10.9％、前 年  10.0％ ）平 年 よ りや や 少  

     10花 当た り 寄生 虫 数 ：  0頭 （平 年   0.2頭、前 年   0.1頭 ）平 年 よ り少  

 ［ 防 除 上の 注 意］  

（１ ） ヒ ラズ ハ ナア ザ ミウ マ は 主に 花 に寄 生 し、 果 実 ヘタ 部 表面 の 褐変 や 白 ぶく れ 症状

の被 害 に つな が る。  

（２ ） 本 虫の 施 設へ の 侵入 を 防 ぐた め 開口 部 に防 虫 ネ ット を 設置 す る。  

（３ ） 本 虫に 対 して 、 土着 天 敵 のタ バ コカ ス ミカ メ の 利用 が 有効 で ある た め 、ス ワ ルス

キー カ ブ リダ ニ と体 系 的に 利 用 する 。  

（４ ） ヒ ラズ ハ ナア ザ ミウ マ に 効果 の ある 薬 剤は 、 ピ ーマ ン で使 用 され る 天 敵へ の 影響

が大 き い ため 、天 敵を 放飼 す る ほ場 で は放 飼 前に し っ かり と 防除 を 行い 、影 響 日数

が経 過 し た後 に 天敵 の 放飼 を 行 う。  

（５ ） 圃 場内 外 の除 草 を徹 底 す る。  
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６  タ バコ コ ナジラ ミ  （ 並 ）  

 ［ 予 報 の根 拠 ］  

（１ ） 10 月中 旬 の巡 回 調査 結 果                                           

     発 生 面積 率      ： 60.0％（ 平年  63.4％、 前年  70.0％ ）平 年 並   

     100葉 当た り虫 数 ：  7.4頭 （平 年   7.4頭、前 年  10.1頭 ）平 年 並  

 ［ 防 除 上の 注 意］  

（１ ） 施 設開 口 部に は 必ず 防 虫 ネッ ト を設 置 して 、 施 設内 へ の侵 入 を防 止 す る。 設 置す

る防 虫 ネ ット は 、目 合 い 0.4mm 以下 の もの が 有効 で あ る。  

（２ ） 施 設内 に は黄 色 粘着 板 等 を設 置 し、 早 期発 見 に 努め る とと も に本 虫 の 密度 を 抑制

する 。  

（３ ） 多 発し て から で は防 除 が 難し く なる の で、 発 生 を確 認 した ら 早め に 防 除す る 。な

お、 薬 剤 散布 後 は防 除 効果 に 注 意を 払 い、 必 要に 応 じ て適 宜 追加 防 除を 行 う 。  

（４ ）施 設 内外 の 雑 草 は 、タバ コ コナ ジ ラ ミ の増 殖 源 とな る ので 除 草を 徹 底 する 。ま た 、

施設 内 で は栽 培 目的 以 外の 不 要 な作 物 や観 葉 植物 等 は 栽培 し ない 。  

 

冬春 ト マ ト  

１  葉かび病  （ 並 ）  

 ［ 予 報 の根 拠 ］  

（１ ） 10 月中 旬 の巡 回 調査 結 果                                           

     発 生 面積 率 ：  0％ （ 平年  1.1％ 、 前年  0％ ）平 年 並   

     発 病 葉率  ：  0％ （ 平年  0.0％ 、 前年  0％ ）平 年 並  

 ［ 防 除 上の 注 意］  

（１ ） 多 湿条 件 や肥 料 切れ で 発 生し や すい の で、 ハ ウ スの 換 気を 良 好に す る とと も に草

勢維 持 に 努め る 。  

（２ ） 発 病初 期 の防 除 を徹 底 す る。  

２  すすかび病  （ や や多 ）  

（１ ） 10 月中 旬 の巡 回 調査 結 果                                           

     発 生 面積 率 ：  28.6％（平 年  10.0％、 前 年  0％ ）   平 年 より 多  

     発 病 葉率   ：   2.9％（ 平 年   2.0％、 前 年  0.0％ ）平 年 より や や 多  

 ［ 防 除 上の 注 意］  

（１ ） 多 湿条 件 で発 生 しや す い ので 、 ハウ ス の換 気 を 良好 に する と とも に 草 勢維 持 に努

める 。  

（２ ） 発 病初 期 の防 除 を徹 底 す る。  

３  ト マ ト 黄化葉巻病 （ Ｔ Ｙ Ｌ Ｃ Ｖ ）  （ 並 ）  

 ［ 予 報 の根 拠 ］  

（１ ） 10 月中 旬 の巡 回 調査 結 果                                           

     発 生 面積 率 ：  0％ （ 平年  2.2％ 、 前年  0％ ）平 年 並   

     発 病 株率  ：  0％ （ 平年  0.0％ 、 前年  0％ ）平 年 並  

 ［ 防 除 上の 注 意］  

（１ ） 本 病は 、 タバ コ コナ ジ ラ ミに よ り媒 介 され 、 生 育初 期 に感 染 する と 被 害が 激 しく

収穫 皆 無 とな る 場合 も ある の で 、発病 株 はす ぐに 抜 き 取り 、ほ 場外 に持 ち 出 しビ ニ

ール 袋 等 に入 れ て完 全 に枯 れ る まで 密 封処 理 する な ど 適切 に 処分 す る。  

（２ ） 耐 病性 品 種で も ウイ ル ス を保 毒 する の で、 耐 病 性品 種 を導 入 して い る ほ場 で もタ  

  バ コ コナ ジ ラミ の 防除 を 徹 底す る 。  

４  タ バコ コ ナジラ ミ  （ や や多 ）  

 ［ 予 報 の根 拠 ］  

（１ ） 10 月中 旬 の巡 回 調査 結 果  
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     発 生 面積 率      ： 57.1％（ 平年  50.2％、 前年  77.8％ ） 平年 並  

     100葉 当た り虫 数 ：  4.0頭 （平 年   3.5頭、前 年  17.0頭 ）平 年 よ り や や 多  

 ［ 防 除 上の 注 意］  

（１ ） 施 設開 口 部に は 必ず 防 虫 ネッ ト を設 置 して 、 施 設内 へ の侵 入 を防 止 す る。 設 置す

る防 虫 ネ ット は 、目 合 い 0.4mm 以下 の もの が 有効 で あ る。  

（２ ） 施 設内 に は黄 色 粘着 板 等 を設 置 し、 早 期発 見 に 努め る とと も に本 虫 の 密度 を 抑制

する 。  

（３ ） 多 発し て から で は防 除 が 難し く なる の で、 発 生 を確 認 した ら 早め に 防 除す る 。な

お、 薬 剤 散布 後 は防 除 効果 に 注 意を 払 い、 必 要に 応 じ て適 宜 追加 防 除を 行 う 。  

（４ ）施 設 内外 の 雑 草 は 、タバ コ コナ ジ ラ ミ の増 殖 源 とな る ので 除 草を 徹 底 する 。ま た 、

施設 内 で は栽 培 目的 以 外の 不 要 な作 物 や観 葉 植物 等 は 栽培 し ない 。  

 

冬春 い ち ご  

１  う どん こ病  （ 並 ）  

 ［ 予 報 の根 拠 ］  

（１ ） 10 月中 旬 の巡 回 調査 結 果                                           

     発 生 面積 率 ：  8.3％ （平 年  14.0％、 前 年  25.0％ ）平 年 並  

     発 病 葉率  ：  0.5％ （平 年   1.8％、 前 年   6.5％ ）平 年 並  

 ［ 防 除 上の 注 意］  

（１ ） 発 生初 期 は葉 裏 に発 生 し やす い ので 、 早期 発 見 に努 め 初期 防 除を 徹 底 する 。  

（２ ） 激 しく 発 病す る と防 除 効 果が 低 くな る ので 、 予 防に 重 点を お き、 発 病 後は 散 布間

隔を 短 く する な ど発 病 初期 の 防 除を 徹 底す る 。  

（３ ） 発 病果 な ど被 害 部は 、 伝 染源 に なる の で早 め に 取り 除 き、 ほ 場内 に 放 置し な い。  

２  炭疽病   （ 並 ）  

 ［ 予 報 の根 拠 ］  

（１ ） 10 月中 旬 の巡 回 調査 結 果                                           

     発 生 面積 率 ：  8.3％ （平 年  7.4％ 、前 年  0％）   平年 並   

     発 病 株率   ：  1.3％ （平 年  0.9％ 、前 年  0.0％ ） 平年 並  

 ［ 防 除 上の 注 意］  

（１ ） 多 湿に な らな い よう 、 ほ 場の 排 水対 策 を十 分 行 う。  

（２ ） 定 植後 に 発病 し た株 は 、 早期 に 除去 し 新た な 感 染を 防 止す る 。  

（３ ）親 株床 の 発 病残 さは 翌 年 の伝 染 源に な るの で 、ほ場 外 に 持ち 出し 適 正 に処 分 する 。 

３  ハダニ類  （ や や少 ）  

  ［予 報 の根 拠 ］  

（１ ） 10 月中 旬 の巡 回 調査 結 果                                           

     発 生 面積 率 ：  0％ （ 平年  21.0％ 、前 年  0％） 平 年よ り やや 少   

     寄 生 株率   ：  0％ （ 平年   2.9％ 、前 年  0％） 平 年よ り やや 少  

 ［ 防 除 上の 注 意］  

（１ ） 寄 生数 が 増加 し てか ら の 防除 は 困難 な ので 、 密 度が 低 い時 点 から の 防 除を 徹 底す

る。 ま た 、殺 ダ ニ剤 散 布時 は 、 葉裏 に 良く か かる よ う にて い ねい に 散布 す る 。  

（２ ） 株 整理 後 、葉 数 が少 な く なっ た 時期 に 薬剤 散 布 を行 う と防 除 効果 が 高 くな る 。  

（３ ） ハ ダニ 類 は殺 ダ ニ剤 に 対 する 抵 抗性 発 達が 早 い こと か ら、 系 統の 異 な る農 薬 をロ

ー テ ー シ ョ ン で 使 用 し 、 散 布 後 の 効 果 の 確 認 を 常 に 行 う ｡ま た 、 天 敵 カ ブ リ ダ ニ 製

剤を 利 用 した 防 除に 努 める 。  

（４ ） ミ ツバ チ に影 響 のあ る 農 薬が あ るた め 、ミ ツ バ チを 入 れる 前 に防 除 の 徹底 を 図る

とと も に 使用 す る農 薬 の選 定 に 留意 す る。  
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４  アブ ラムシ類  （ 並 ）  

  ［予 報 の根 拠 ］  

（１ ） 10 月中 旬 の巡 回 調査 結 果                                           

     発 生 面積 率 ： 25.0％ （平 年  26.3％、 前 年  16.7％ ）平 年 並   

     寄 生 株率   ：  1.2％ （平 年   2.1％、 前 年   1.3％ ）平 年並  

 ［ 防 除 上の 注 意］  

（１ ）寄 生数 が 増 加し てか ら の 防除 は 困難 な ので 、密 度が 低 い 時か らの 防 除 を徹 底 する 。 

（２ ） ミ ツバ チ に影 響 のあ る 農 薬が あ るた め 、ミ ツ バ チを 入 れる 前 に防 除 の 徹底 を 図る

とと も に 使用 す る農 薬 の選 定 に 留意 す る。  

 

果樹 全 般  

１  果樹カ メムシ類 （ チ ャバネアオ カ メムシ 、 ツヤアオ カ メムシ）  

 ［ 防 除 上の 注 意］  

（１ ） 予 察灯 に よる 直 近１ か 月 の 誘 殺 数調 査 （国 富 町 、日 南 市、 都 城市 、 延 岡市 、 宮崎

市） では 、チ ャ バ ネア オカ メ ム シ 、 ツヤ ア オ カメ ム シ とも に 平年 よ り や や 多 い誘 殺

数と な っ てい る 。  

（２ ） 今 後収 穫 を迎 え る園 地 で は、 園 内外 を 見回 り 、 早期 発 見・ 早 期防 除 に 努め る 。特

にハ ウ ス キン カ ンで は 、今 後 ハ ウス 内 への 飛 び込 み に 注意 す る。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 チ ャ バ ネア オ カメ ム シの 予 察 灯誘 殺 状況               
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  ツヤ ア オカ メ ムシ の 予察 灯 誘 殺状 況  

 

かん き つ 類（ 露 地栽 培 ） 

１  ミ カ ンハダニ  （ 並 ）  

 ［ 予 報 の根 拠 ］  

（１ ） 10 月中 旬 の巡 回 調査 結 果                                           

     発 生 面積 率 ：  14.3％（ 平 年  21.8％、 前 年  6.7％ ）平 年 並   

     寄 生 葉率   ：   1.7％（ 平 年   5.2％、 前 年  6.7％ ）平 年 並  

 ［ 防 除 上の 注 意］  

（１ ）生 息 密 度が 高 く なる と 防 除効 果 が劣 る ので 、寄 生 葉 率 30％ ま たは 1 葉 当た り 虫数  

  0.5～ 1 頭 を 目安 に 、発 生 初 期に 防 除を 行 う。  

（２ ） 薬 剤感 受 性の 低 下を 避 け るた め 、同 一 系統 薬 剤 の連 用 を避 け る。  

 

茶  

１  カンザワハダニ  （ 少 ）   

 ［ 予 報 の根 拠 ］  

（１ ） 10 月中 旬 の巡 回 調査 結 果                                           

     発 生 面積 率 ：  0％ （ 平年  20.6％ 、前 年  28.6％ ） 平年 より 少  

     寄 生 葉率   ：  0％ （ 平年   1.9％ 、前 年   0.9％ ） 平年 より 少  

 ［ 防 除 上の 注 意］  

（１ ）防 除 適期 は 越 冬 前の 10 月中 下 旬 であ るが 、気 象 要因 に よ る 変化 が 大 きい た め 、茶

園を 観 察 して 防 除の 必 要性 お よ び時 期 を判 断 する 。  

（２ ）冬 季 の マシ ン 油 散布 が 密 度抑 制 に有 効 であ る。た だ し、赤焼 病の 発 生 を助 長 する た

め、 赤焼 病 の 発生 が 懸 念さ れ る 茶園 に おい て は、 十分 に 気 温の 低 下 した 時 期（ 耐 凍

性を 獲 得 する 時 期） に 散布 を 実 施す る 。  

（３ ） 本 県で は 冬期 に おい て も ダニ の 繁殖 が 見ら れ る ため 、 越冬 前 の防 除 が より 重 要で
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あり 、 こ の時 期 の防 除 が十 分 で ない と 翌年 の 一番 茶 へ の影 響 が大 き い。  

（４ ） 同 一系 統 薬剤 の 連用 を 避 け、 作 用性 の 異な る 薬 剤の ロ ーテ ー ショ ン 散 布を 実 施す

る。  

 

○  その他  

１  農 薬 適用 の 有無 な どに つ い ては 次 のホ ー ムペ ー ジ で確 認 する 。  

 農 林 水 産省 (農 薬コ ーナ ー )   http://www.maff.go.jp/j/nouyaku/ 

   農 林水 産 消費 安 全技 術 セ ンタ ー  http://www.acis.famic.go.jp/ 

２  農 薬 の使 用 に当 た って は 、 農薬 使 用基 準 の遵 守 並 びに 被 害の 発 生防 止 に 努め る 。  

３  発 生 量（ 程 度） の 区分  

   多   い    （高   い）   や や 多い の 外 側１ ０ ％の 度 数の 入 る 幅  

   や や多 い    （や や 高 い）   平 年 並の 外 側 ２０ ％ の度 数 の入 る 幅  

   平 年並             平 年 値を 中 心 とし て ４０ ％ の度 数 の 入る 幅  

   や や少 な い   （や や 低 い）   平 年 並の 外 側 ２０ ％ の度 数 の入 る 幅  

   少 ない     （低   い）   や や 少な い の 外側 １ ０％ の 度数 の 入 る幅  

                  （ 平 年値 は 過 去１ ０ 年間 の 平均 ）  

４  予 察 情報 の 種類  

  病 害 虫防 除 ・肥 料 検査 セ ン ター か ら発 表 する 情 報 は次 の ５つ で す。  

（１ ） 予   報 ・・ ・ 向こ う １ か月 の 発生 状 況を 予 測 し、 毎 月 25日 前後 に 発 表す る 。  

（２ ） 注  意  報 ・・ ・ 主要 な 病 害虫 の 多発 生 が予 想 さ れ、 か つ早 め に防 除 が 必要 な 場合

に発 表 す る。  

（３ ） 警   報 ・・ ・ 主要 な 病 害虫 の 大発 生 が予 想 さ れ、 か つ緊 急 に防 除 が 必要 な 場合

に発 表 す る。  

（４ ） 特  殊  報 ・・ ・ 県内 で 初 めて 発 生を 認 めた 病 害 虫が あ る時 や 、病 害 虫 の発 生 様相

が特 異 な 時に 発 表す る 。  

（５ ） 防 除情 報 ・・ ・ 注意 を う なが す 必要 が ある 病 害 虫の 発 生状 況 や、 各 種 の防 除 技術

指導 情 報 につ い て随 時 発表 す る 。  

 

○  お知らせ  

  病 害 虫防 除 ・肥 料 検査 セ ン ター で は、 ホ ーム ペ ー ジで 情 報を 提 供し て い ます 。  

  アドレスは、 https://hinatamafin.pref.miyazaki.lg.jp/soshiki/noshi_byogai/  

 index.html です 。  
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